
．甘巫十 噴
水
孔
雀
（
室
内
装
飾
品
と
し
て
）

ア
フ
リ
カ
象
（
室
内
装
飾
品
と
し
て
）

昔
架
室
ノ
壁
面
装
飾

或
る
噴
水
の
装
飾
の
一
部

（
附
園
二
面
添
）

漆
工
科

棚
（
寒
椿
）

洋
酒
棚

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

乾
漆
八
角
盛
器

圏
聾
師
範
科

飾
筈
（
喘
鳴
）

手
許
棚
（
は
る
の
よ
ひ
）

同 同 選
科

宮
林
荘
七
郎

姜

昌

奎

北
村
宮
井
宮
崎
新

村

撰

吉

入
山
平
太
郎

富尚朝新
南鮮
山道疫潟

同

年
同
月
十
五
日

工
襲
審
査
委
員
會
委
員
被
仰
付
内
閣

同 同

同

石

川

各
通

同

和

田

三

造

六
角
注
多
艮

津

田

信

夫

同 同 本
科

久
造
漣
平
九
蔵

京

都

敦

授

昭
和
八
年
三
月
十

一
日

岡
田
三
郎
助

重

奈

艮

職
員
辟
令

同

末
吉

石

JII 

同

武
田
中
垣
武
藤
慎
鍋

知
逍
菊
窟

石

川

号

年

月

日

學
校
記
事
〔
一
。

S
・
九

・
七

・
七
〕

同

武
文
秀
吉
太
郎

揺

岡

『
校
友
会
会
報
』
記
事
抜
粋

同

石

JII 

木
科

新

褐

北
野

旨i. 
f‘ 

1

、オ

静

岡

衝
立
飾
壼
果
物
盛錨
造
科

小
島

勇
熊
雄

岐

阜

大

分

同

柴
田
上
野
義
三
郎

三
井
安
蘇
夫
武
次

新

褐

野
口

rり
’

二
1

艮

東

京

桑

原

宜

佐

藤

長

生

榛
葉
嘉
一
郎

新

褐

同

東

京

本
科

香

JII 

筒

井

茂

雄

村
上
英
一

栃

木
佐

賀

拉

木

哲

男

上

野

省

策

新

潟
千

葉

鍛
金
部

竹
内

福

島

土
屋

一
勇

静

岡

匹
物
瑞
鳥
小
筈

蕊
芝
模
様
丸
筈

壁
面
へ
の
鏡

花
盛
器

同

本
島

高

明

束

京

高
田

山

口

田
中

揺

島

同

後
藤
荒
木
東
原

卓敬年
馬蔵彦宜

呑

JI! 

谷
口
蒲
壽
雄
廣
喜博

重

胚
尾

和
敏
甚
吉

面

岡

同

市
1li/,i 

岡

-n
旧111 

岡

長

野

同

11

↓ー、
,

J

 

Fヽ

-)
 

1

ー、7
 ↓'‘ ']
 
-＇ノ

紳
奈
川

本
科

傍
島

岐

阜

一

井

治

郎

長
谷
川
信
也

大

部

正

規

東

↓,．‘ J
 
1,／ 

左
門

西

野

英

二

紳
田
八
十
六

林

大

阪
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任
東
京
美
術
學
校
古
記

依
願
免
本
官
文
部
省

各
通

任
東
京
美
術
學
校
助
敦
授

東
京
美
術
學
校
服
務
ヲ
命
ス

年
同
月
二
十
七
日

文
部
省

文
官
分
限
令
第
十
一
條
第

一
項
第
四
琥
二
依
リ
休
職
ヲ
命
ス

年
同
月
三
十
一
日

陸
軍
省

書

コし弓"

木
村
古
宇
田
正
雄
周
吉

伊
原
宇
三
郎

深

瀬

嘉

臣

内

藤

春

治

同

各
通

年
同
月
十
四
日

本
校
講
師
ヲ
底
託
ス

高
橋
蒔
田
高
島

各
通

宗
次
米
峰
義
雄

従

五

位

動

五

等

水

谷

鐵

也

叙
正
五
位
宮
内
省
特
旨
ヲ
以
テ
位
一
級
被
進

同

同

文
郡
省

文
郡
省

瀬

谷

義

廣

谷
本
千
代
雄

同

同

本
校
諧
師
ヲ
騒
託
ス

年
同
月
十
一
日

東
京
美
術
學
校
服
務
ヲ
免
ス

補
近
衛
歩
兵
第
二
聯
隊
附
陸
軍
省

野
砲
兵
第
一
聯
隊
附
陸
軍
砲
兵
中
佐
卑
函
R

由
郎
・

各
通

磯

矢

腸

入

谷

昇

同
数
務
上
ノ
都
合
二
依
リ
解
感

依
願
免
本
官

願
二
依
リ
助
手
ヲ
解
ク

年
四
月
十
日

任
東
京
美
術
學
校
書
記

年
四
月
十
―
―
―
日

歩
兵
第
一
聯
隊
附
陸
軍
歩
兵
中
佐
石
川

吉
郎

助

手

八
木
橋
伊
佐
雄

同
数
員
検
定
委
員
會
臨
時
委
員
被
仰
付

年
同
月
十
八
日

内
閣

内
閣

数

授

各
通

助

赦

授

松

田

講

師

鈴

川

信

同

高

野

重

人

水

谷

鐵

也

義
之

依
願
解
啜

同

鈴

木

浦

同
叙
正
七
位

年
同
月
十
六
日

同

宮
内
省

数

授

小
泉

勝

須

各
通

同 諧

師

今

和

次

郎

齋

藤

佳

蔵
富
雄

吉
野
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同
臥
洲
各
國
へ
出
張
ヲ
命
ス

年
七
月
一
日

文
部
省

数

授

沖

田

信

夫

助

赦

授

松

田

櫂

六

同
本
校
諧
師
ヲ
蔭
託
ス

年
六
月
一
日

休
職
助
赦
授

正
四
位
動
三
等
和
田

史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
委
員
會
委
員
ヲ
依
閲
ス
文
部
省比
田
井
元
子
英
作

長

野

新

昭
和
八
年
、
文
郡
省
視
學
委
員
ヲ
拓
託
ス

〔
同
年
〕
八
月
三
日

亜
米
利
加
合
衆
國
ョ
リ
蹄
朝

年
八
月
十
二
日

宜
業
學
校
卒
業
程
度
検
定
委
員
會
委
貝
ヲ
底
託
ス

同 同

年

七
月
二
十
六
日

同
休
職
期
間
涵
了

年
五
月
二
十
五
日

宮
内
省

数

授文
部
省

数

授

文
郡
省

〔同 用
ス
ル
ヲ
允
許
七
ラ
ル

年
〕
五
月
十
日

数

授

森
井

健
介

和

田

季

雄

数

授

兼

生
徒
主
事

石

澤

正

男

同

同

賞
動
局

各
通

同

授

沼

田

勇

次

郎

佛
蘭
西
國
政
府
ョ
リ
贈
典
｀
ン
タ
ル
「
シ

ュ
ヴ
ア
リ
ニ
ー
、
ド
、

ロ
ル
ド
ル

、

ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
ド
、
ラ
、
レ
ジ
ョ
ン

、
ド
ノ
ー
ル
」
動
章
ヲ
受
領
シ
及
ビ
侃

津

田

信

夫

沌

水

編

蔵

矢

代

幸

雄

同
年
七
月
十
五
日

同
亜
米
利
加
合
衆
麿
へ
出
張
ヲ
命
ス

年
同
月
二
十
二
日

同

年
同
月
十
八
日

文
部
省

数

亜
米
利
加
合
衆
國
及
加
奈
陀
ョ
リ
蹄
朝

数

授

文
官
分
限
令
第
十

一
條
第
一
項
第
四
琥
二
依
リ
休
職
ヲ
命
ス

同
年
同
月
二
十
六
日

数

授

矢

代

幸

雄

渡

邊

啓

三

文
部
省

依
願
解
雇

〔同
年
〕
七
月
六
日

和

田

季

雄

数

投

兼

生
徒
主
事

陸
叙
高
等
官
三
等

叙
従
五
位

年
七
月
二
十
日

本
校
諧
師
ヲ
底
託
ス

多
賀
谷
建
吉

同

各
通

内
閣

屈 同

村

瀬

健

厖

浦

水

編

蔵

矢

代

幸

雄
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同
依
願
解
底

依
願
免
本
官

依
願
免
本
官
並
兼
官

同

内
閣

休
職
期
間
滴
了

年
同
月
三
十
日

叙
動
四
等
授
瑞
質
章

年
同
月
二
十
一
日

内
閣

同

裳
勲
局

従
四
位
勁
四
等

正

六

位

勁

五

等

奥

野

由

郎

紋

従

四

位

宮

内

省

同
赦
員
瞼
定
委
員
會
臨
時
委
員
被
免

年
九
月
一
日

内
閣

講

師

沼
田
勇
次
郎

高

橋

義

雄

和

田

季

雄

数

授

兼

生
徒
主
事

放

投

沼

田

勇

次

郎

休

職

書

記

芹

澤

閑

数

投

沼

田

勇

次

郎

各
通

助
教
授

講

師

同

鈴
川

信

松

田

義

之

昭
和
八
年
商
工
省
輸
出
工
藝
展
覧
會
審
壺
委
員
ヲ
懸
託
ス

年
同
月
十
六
日

各
通

同

津
田
商
工
省

年
同
月
十
五
日

信
夫

放

授

六
角
注
多
艮

同
叙

従

六

位

宮

内

省

年
同
月
二
十
八
日

同
陸
叙
高
等
官
五
等

年
同
月
十
五
日

内
閣

工
藝
科
塑
造
授
業
ヲ
曙
託
ス

同

年

十

一
月
一
日

同

年
十
月
三
十
日

死
去

正
四
位
特
旨
ヲ
以
テ
位

一
級
被
進

同
年
同
月
三
十
日

同
年
同
月
十
六
日

死
去

同
帝
図
美
術
院
美
術
展
覧
會
審
査
員
被
仰
付

年
十
月
二
日

各
通

助

教

授

高

村

豊

周

数

投

田

邊

数

授

田

邊

至 至

沼
田
勇
次
郎

敦

投

平

輻

貞

蔵

従
四
位
勁
四
等

休
職
書
記

内
閣
放

授

助
教
授

講

師

沼
田
勇
次
郎

谷
本
千
代
雄

泊
水
廣
川
松
五
郎

杉

田

梢

二
編
蔵

第2卒制度確立期 630



同
叙
動
三
等
授
瑞
賓
章

年
同
月
十
一
日

裳
動
局

東
京
美
術
學
校
雇
ヲ
命
ス

昭
和
九
年
一
月
九
日

各
通

阿
叙
従
七
位

年
同
月
十
五
日
宮
内
省

叙
正

六

位

宮

内

省

司

小
場

〔勝
〕

朝
鮮
総
督
府
賓
物
古
蹟
名
稲
天
然
記
念
物
保
存
會
委
員
被
仰
付

年
同
月
十
五
日

各
通

欧
洲
各
園
ョ
リ
蹄
朝

年
同
月
十
二
日

同 同
任
東
京
芙
術
限
校
放
授

年
十
二
月
一
日

任
東
京
美
術
學
校
赦
投

内
閣
内
閣

数

授

結

城

貞

松

数

投

教

授

香

取

秀

次

郎

同 諧

師

紋
高
等
官
七
等
講

師

紋
高
等
官
四
等

下

村

英

時

古
俣
粕
谷

仲
＝―
静
江

高

村

豊

周

内
閣

同

各
通

依
願
解
厨

年
三
月
三
日

同
紋
従
五
位

年
同
月
二
十
八
日

宮
内
省

回
叙

従

六

位

宮

内

省

年
同
月
十
五
日

本
校
講
師
ヲ
畷
託
ス

同
本
校
講
師
ヲ
騒
託
ス

年
二
月
一
日

恒
吉

各
通

蒻
野

貞

助

数

授

松

田

樅

六

香
取
秀
治
郎

同
依
願
解
雇

年
同
月
二
十
日

同
佛
國
ョ
リ
蹄
朝

年
同
月
十
九
日

同
東
京
美
術
學
校
事
務
ヲ
底
託
ス

年
同
月
十
四
日

助
教
授

諧

師
雇 底

託

雇

文
部
省
在
外
研
究
員

鈴
川

信

松

田

義

之

古

俣

静

江

正

六

位

勁

四

等

奥

野

由

郎

講

師

澤

口
II府
,'ノ1
1

矢
澤

悟 貞
則
隆
一

嶋
ヶ
谷
敏
治

沼
田
勇
次
郎

海
野

r-
J
 

1
,
 

L
/
 

、

r
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本
校
諧
師
ヲ
底
託
ス

同
・
年
五
月
一
日

工
藝
審
査
委
員
會
委
員
被
仰
付
内
閣

同
年
同
月
十
三
日

各
通

同
東
京
美
術
學
校
屈
ヲ
命
ス

年
四
月
四
日

各
通

同
叙
従
七
位

年
同
月
三
十
一
日

宮
内
省

同
東
京
美
術
學
校
屈
ヲ
命
ス

年
同
月
十
五
日

同
依
願
解
雇

年
同
月
十
二
日

同
敦
員
検
定
委
員
會
臨
時
委
員
被
仰
付

年
三
月
十
日

内
閣

同

木
村
得
三
郎

1『

.
j
1
P
 

‘、{

同

津
田
海
野

侶
夫

同 数
投

可―9
戸・ 屈

岡
田
一
i

一郎
助

六
角
注
多
一艮

西
間
木
久
郎

黒

岩

吉

三

記

北

浦

大

介

澤

村

敦

子

井
上
み
ち
ょ

告

別

工

藝

科

駆

生

諸

君

僻

渡

邊

啓

一

―

―

春
風
胎
瘍
柳
色
新
な
る
の
時
、
力
強
く
新
學
年
の
課
程
に
進
ま
れ
る
諸
君
の
榮

光
を
御
欣
び
申
し
ま
す
。
扱
私
は
此
度
数
附
を
去
り
諸
君
と
御
別
れ
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
顧
れ
ば
私
の
職
を
奉
じ
た
の
も
随
分
以
前
の
事
で
春
花
秋
月

十
有
餘
年
只
鷲
鈍
に
鞭
ち
て
職
責
の
重
き
を
感
じ
つ
4
務
に
い
そ
し
み
束
っ
た

の
で
あ
り
ま
す
が
、
何
等
業
績
の
撃
ら
な
か
っ
た
事
は
阻
に
加
心
性
の
至
り
に
jil

ヘ
ま
せ
ん
。
所
緑
あ
り
て
諸
君
と
相
識
り
學
窓
に
机
を
並
べ
て
日
夕
に
筆
を
執

叙
動
六
等
授
瑞
費
―草

賞

動

局

同
東
京
美
術
學
校
屈
ヲ
命
ス

年
同
月
三
十
一
日

同

年
同
月
二
十
一
日

園
藝
二
剃
ス
ル
課
外
諧
義
ヲ
臨
時
頻
託
ス

同
叙
正
七
位

年
同
月
十
八
日
宮
内
省

叙
正
七
位

同
年
同
月
十
五
日 宮
内
省

陸
叙
高
等
官
六
等
内
閣

数

投

六
角
注
多
一艮

前
川

春

宮

地

常

助

数

授

海

野

荊

諧

師

杉

田

精

数

授

海

野

消
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建

左
様
な
ら

郎

り
談
を
交
へ
親
し
く
且
つ
楽
し
く
課
業
を
進
め
束
っ
た
こ
と
は
宜
に
私
の
幸
輻

で
あ
り
ま
し
た
。
時
に
は
面
倒
な
事
を
言
う
た
こ
と
で
し
た
。
叉
時
に
は
小
言

も
云
っ
た
と
思
ひ
ま
す
。
そ
れ
で
も
赦
室
の
空
氣
は
い
つ
も
な
ご
や
か
で
あ
っ

た
と
思
っ
て
を
り
ま
す
。
私
の
至
ら
ぬ
技
盛
さ
ぬ
言
葉
を
も
尚
耳
を
瑕
し
目
を

留
め
て
専
念
に
励
ま
れ
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
世
に
難
有
事
と
惑
謝
し
て
を
り
ま

す
。
長
い
間
の
御
馴
染
で
は
あ
り
又
今
後
も
御
目
に
懸
る
こ
と
4

思
ひ
ま
す
の

で
無
言
で
去
る
の
は
氣
が
演
み
ま
せ
ん
。
妓
に
つ
4

し
み
て
不
行
届
の
御
詑
や
〔挨
拶
〕

ら
御
世
話
に
な
っ

た
御
證
や
ら
叉
不
相
褻
の
御
願
や
ら
を
兼
て
一
卜
言
御
拶
挨

を
申
述
べ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
諸
君
の
ま
す
／
＼
御
機
嫌
よ
く
糀
一
ば
い
の

御
奮
動
を
只
管
に
御
藉
し
て
御
暇
を
申
し
ま
す
。昭
和
八
年
四
月
三
十
日
認
む

文
部
省
告
示
第
百
六
十
七
琥

明
治
一
二
十
六
年
文
部
省
告
示
第
三
十
琥
数
員
無
試
験
検
定
二
開
ス
ル
指
定
學
校

名
及
學
科
目
中
左
ノ
通
改
正
ス

（

中

略

）

昭

和

八

年

四

月

七

日

文

部

大

臣

鳩

山

東
京
美
術
學
校
ノ
項
ヲ
左
ノ
如
ク
改
ム

｀

術

洋

學

[

ニ

本
科
在
學
中
學
校
所
定
ノ
数
員
志
）

元

圏

案

科

日

本

甕

科

岡

甕

＿

羞
者
課
程
ヲ
兼
修
セ
シ
者
二
限
ル

ビいい
一

築

科

昭和8年運動会余興スナップより

工芸部予科生の「南洋踊り」

一

▲
 

|． 
一亥

f
彫
金
部
、
鍛
金
部

錨
金
部
、
漆
工
部

工
藝
科

生
徒
心
得
中
改
正

昭
和
八
年
七
月
十
日
主
任
理
事
會
に
於
て
、
本
校
生
徒
心
得
に
、
左
の
二
條
を

入
れ
る
こ
と
を
決
定
せ
り
。

0
公
私
ノ
展
覧
會
へ
出
品
、
ソ
得
ル
モ
ノ
ハ
本
科
第
三
學
年
以
上
ノ
生
徒
二
限
ル

本
科
第
二
學
年
以
下
及
岡
霊
師
範
科
ノ
生
徒
ハ
公
私
ノ
展
覧
會
二
出
品
ス
ル

コ
ト
ヲ
得
ズ

彫

手
エ
（
同
前
）
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科
目

―

―

一

定
員

一

材

料

喪

数

室

六
角
数
授
自
七
月
十
日
（
月
）

漆

工

山

崎

助

数

授

至

七

月

十

五

日

（

土

）

十

人

約

参

屁

漆

工

部

数

室

磯

矢

諧

師

高
村
助
教
授

—
―
―
―

講

師

期

間

〇
研
究
ノ
為
二
生
徒
相
互
ノ
展
究
會
ヲ
開
カ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
豫
メ
指
母
数
官

ヲ
定
メ
本
校
ノ
許
可
ヲ
受
ク
ペ
シ

但
豫
科
生
徒
ハ
之
二
参
加
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ

昭
和
八
年
夏
期
特
別
宜
習

同 油画科 2年生の仮装

関

連

事

項

査
閲
慰
傍
茶
話
會

毎
年
一
回
秋
季
に
於
て
行
は
る
4
数
練
査
閲
は
、
今
迄
學
校
の
運
動
場
狭
陰

の
た
め
、
＿
帝
室
拇
物
館
の
空
地
を
借
り
て
行
っ
て
来
た
が
、
今
年
は
幸
ひ
運
動

場
が
廣
く
な
っ
た
の
で
、
學
校
で
行
ふ
こ
と
と
な
り
、
十
一
月
二
十
四
日
、
第

一
旅
園
長
陸
軍
少
賂
永
田
鐵
山
閣
下
の
査
開
を
受
け
相
常
の
成
緻
を
牧
め
た
。

越
え
て
十
二
月
七
日
午
後
和
田
〔
英
作
〕
校
長
は
査
閲
に
分
隊
長
以
上
の
幹
部

を
勤
め
た
生
徒
を
會
議
室
に
招
い
て
、
慰
努
の
茶
話
會
を
開
か
れ
た
。
因
に
こ

の
種
の
慰
榜
會
は
、
前
年
新
校
長
就
任
後
始
め
て
催
さ
れ
た
新
例
で
あ
る
。

諧材諧
習
者
資
格

料

毀

申
込
ノ
際
豫
納
ス
ヘ
シ

、
剰
餘
ヲ
生
、
ン
タ

ル
ト
キ
ハ
返
反
ス

其
科
郡
以
外
ノ
職
員
生
徒
二
限
ル

習

料

宜
習
時
間

土
曜
日
〈
正
午
迄

自
午
前
八
時

至
午
後
四
時

毎
日
不
要

通
則 錨

金
内
藤
助
数
授

丸

山

講

師

木
工

一
松
田
助
数
授

一

鍛
金

一
石

田

教

授

＿

開

野

数

授

木
彫

羽

下

講

師

沌

水

教

授

彫
金

深
瀬
助
教
授

同 同 同 同 同

十

人

約

参

闘

鋲
金
部
数
室

一
十
人

一
約
参
回

ー
師
範
科
数
室

一
五
人

一
約

参

薗

鍛

金

部

赦

室

約
参
園

十
人
外
二
道
具
買
求
費
木
彫
部
赦
充

金
参
回
位
ヲ
要
ス

十

人

約

参

闘

彫

金

部

赦

室
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